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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
本研究では、二酸化炭素回収・貯蔵（CCS）技術において、イオン液体を利用した CO2分離・回収材料の開
発を最終目的として、イオン液体のゲル化が可能な非プロトン性有機ゲル化剤の開発を目指し、研究を行
った。これまでに開発してきた有機ゲル化剤の構造を基盤として、ペルフルオロ炭素鎖を末端に有し、アルコ
キシル基を有する一連のビフェニル化合物を合成し、極性溶媒中におけるゲル形成能を調べた。その結果、ペルフル
オロ炭素鎖部分の炭素数が大きくなると、イオン液体のような極性の高い溶媒への溶解性が低くなる傾向が見られ、
相溶性の観点から、ペルフルオロ炭素鎖部分の炭素数は６、極性溶媒のゲル化にはアルコキシル基部分の炭素鎖は
ある程度の炭素鎖長が必要であることがわかった。そこで、アルコキシル基部分の炭素数 12 の有機ゲル化剤に着目
し、形成したゲルの物性を調べた。その結果、ゲル強度はゲル濃度に比例し、ゲル濃度 5%では 600g/cm2であった。ま
た、走査型プローブ顕微鏡観察により、形成したゲルの微細構造を確認すると、20nm 程度の幅を有するテープ状のゲ
ル繊維が見られた。パルス磁場勾配 NMR 法を用いて、溶媒のみと極性溶媒より形成したゲルの拡散係数を求めると、
ゲル化の前後で拡散係数にほとんど差がなく、ゲル化は拡散挙動にほとんど影響を及ぼさないことがわかった。 
以上の結果から、本研究で開発した有機ゲル化剤はイオン液体のゲル化にも適用可能で、イオン液体のゲル化によ
って CO2の吸脱着を妨げる可能性はほとんどないことがわかった。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
Gelation properties of aprotic low-molecular-mass organic gelators (LMOGs) having perfluoroalkyl groups 
are investigated. These LMOGs without hydrogen-bonding functional groups produced physical gels in 
several organic solvents such as ethanol, 1-octanol, acetonitrile, DMF, DMSO, propylene carbonate, and 
γ-butyrolactone at low concentration below 1wt%. From microscope observations and nuclear magnetic 
resonance spectroscopy of the organols, these aprotic LMOG molecules were aggregated into tape-shaped 
molecular nanofibers, and formed three-dimensional networks. In addition, the self-diffusion 
coefficient of the solvent molecules in these networks was similar to that of neat, although these solvent 
molecules have non-fluidity by gelation. 
 

 


